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陽極酸化皮膜型感圧コーティング (Anodized Aluminum-PSP: AA-PSP) は 航空宇宙分野で主に風洞計測

技術として用いられる高速応答型面圧力センサーである。本研究は長年の PSP 計測技術で培われたセンサ

ー技術、システム技術を風洞試験に限定せず、新たな分野に展開することが目的である。本来 PSP は酸素濃

度に関係づけられ、またその原理は流体として気体に限定せず液体にも適用可能である。そこで AA-PSP を

酸素濃度の高い水をトレーサーとした水中可視化法に適用する技術として展開した。 

本研究では水中適用可能な AA-PSP を開発した。図 1 に陽極酸化皮膜型感圧コーティングの構造を示す。

水中での AA-PSP の適用を可能にするには、色素が水に溶けないことが条件となる。Bathophen 

ruthenium が AA-PSP の色素として広く用いられていが、図 2 はこの色素と今回使用した AA-PSP の色

素との比較である。今回使用した色素は PtTFPP (platinum(Ⅱ) meso-tetra  (pentafluorophenyl) 

porphine)である。Bathophen ruthenium は水に溶けているが、PtTFPP は水に溶けないことがわかる。

図 3 に AA-PSP の特性評価の試験装置図、図 4 に試験結果を示す。 

開発した AA-PSP を使用し、高酸素濃度（20mg/l）の水をトレーサーとして、直径 10 mm の円柱壁面

まわりの流れを 20 frame/s で可視化した。可視化試験装置図を図 5、座標系を図 6 に示す。比較としてミルク

をトレーサーとした注入トレーサー法を用いて同様の流れの可視化をおこなった。それぞれの可視化画像を図

7 に示す。どちらの結果からも馬蹄形の流れが見えているのがわかる。 

また、AA-PSP の特性評価と水中可視化法の結果をあわせたデモ試験として、100 frame/s で水中ジェット

試験をおこなった。図 8 に実験装置、図 9 に実験結果を示す。図 9 は 0.2 秒間隔で計測画像を表示して、

0.2 秒間隔で高酸素濃度の水が低酸素濃度の水と混ざりあう現象が確認できる。このことから水中でも

AA-PSP は、少なくとも 100Hz（0.01 秒）の高速応答性を示すことがわかった。 
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図 1：陽極酸化皮膜型感圧コーティング (Anodized Aluminum Pressure Sensitive Paint：AA-PSP)。 
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図 2：色素選択。 
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図 3：特性評価の試験装置図。 
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図 4：特性評価(酸素量と発光量の関係)。 
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図 5：可視化試験装置。 
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図 6：可視化試験装置の座標系。 
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図 7：可視化試験結果 
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図 8：実験装置。 
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図 9：ジェット噴射の可視化及び酸素濃度分布 (0～2.7(s))。 

 

 


